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1. はじめに 

近年，インターネットの活用機会が増加し，

膨大な情報から必要な情報を選別することが困

難である，情報技術を扱えるか否かの格差が生

じる等の問題が生じている．我々この問題の解

決を目的とした個人向け情報配信システム

PINOT (Personalized Information On 
Television Screen) [1]の開発を進めている． 

PINOT はインターネットを介して自動的に記

事情報を受信し，ユーザの興味に基づき有用な

記事情報をテレビ画面に表示する．表示された

記事情報に対してリモコン操作が可能であり，

操作履歴から記事情報に対する興味を類推する．

そのため，不要と判別され表示されない記事情

報には興味の類推が行われず，その記事情報に

含まれる単語に対する興味の変化への追随性が

低いという問題がある．そこで，本研究では各

単語に対する興味の度合いに有効期限（寿命）

を設定することで，各単語に対するユーザの興

味の変化への追随性の向上を目指す． 

 

2. PINOT 
 PINOT [1] は情報配信サーバ，情報 BOX，テ

レビ，リモコンで構成される．情報配信サーバ

はインターネットを通じて情報 BOX に記事情報

を配信する．情報 BOX は配信された記事情報の

選別を行い，テレビ局から放送される映像と選

別した記事情報を合成し，右から左へ流れる

（Ticker 形式）ようにテレビ画面の下部に表示

する．ユーザは表示された記事情報に対しリモ

コンを用いた複数の簡単な操作を行うことがで

きる． 
 
 
 
 
 
 
 
 

PINOT の動作の流れについて説明する． 
① 配信された記事情報を情報 BOX で取得する． 
② 情報 BOX において，配信された記事情報に

対し，ユーザプロファイルを参照し興味の度

合いを計算する．ユーザプロファイルとは，

類推された各単語に対するユーザの興味の度

合いを学習し，記録しているものである． 
③ 計算された記事情報に対する興味の度合いが

閾値以上であれば，記事情報をテレビ画面の

下隅に表示する．閾値未満であれば①に戻る． 
④ 表示された記事情報に対するユーザのリモコ

ン操作から，その記事情報に対するユーザの

興味の有無を類推する． 
⑤ 興味の類推結果をもとにユーザプロファイル

を更新し，①に戻る． 
 ②の興味の度合いの計算方法について手順を

説明する．まず記事情報 W に対して形態素解析

を行い，単語を抽出する．抽出した各単語

wn(1 ≦ n ≦ N)に対し，ユーザプロファイルを参

照して各単語の興味の度合いi(wn)(0 ≦ i(wn) ≦
1)を取得する．ただし，N は抽出した単語の総

数である．なお，抽出した単語がユーザプロフ

ァイルに含まれていない新出単語の場合は

i(wn) = 1とする．(1)式より記事情報 W に対す

る興味の度合い I(W)を算出する．その値 I(W)が
閾値 D (0 ≦ D ≦ 1)以上であればテレビ画面に表

示し，閾値未満ならば表示しない． 

𝐼(𝑊) =
∑ i(wn)𝑁
𝑛=1

N
 (1)  

 表示した記事情報に対するリモコン操作によ

る興味の類推結果から，各単語wn(n = 1,2, … , N)
に対し(2)式を適用してユーザプロファイルに格

納されている単語の興味の度合いi(wn)を更新す

る． 
i(wn) ≔ α × i(wn) + (1− α) × J (2)  

 ここで，J は表示された記事情報に対するユー

ザの興味の有無であり，「興味あり」なら 1 を，

「興味無し」なら 0 をとる．また，αは更新を行

う際に古い興味の度合いと新しい興味の度合い

が影響する割合を表す． 
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3. 提案手法 

 本研究では，各単語に対する興味の度合いに

有効期限を設定する手法を提案する．ユーザプ

ロファイルに保存された単語全てに有効期限を

付与し，一定期間更新されず期限切れとなった

単語の興味の度合いを規定値θに変更する．興

味が無いと判別され更新されにくくなった古い

興味を一新し，素早く最新の興味を反映させる

ことを狙う． 
提案法では，各単語の有効期限を示すカウン

タを用意している．記事に対してリモコン操作

が行われるたびに，記事に含まれていない単語

のカウンタを減少させ，カウンタが 0 となった

時点で，その単語の興味の度合いをθに変更す

る．これによって興味の度合いが高くなり，そ

の単語を含む記事が表示されやすくなる． 
 

4. 実験 

被験者を 3 人とし，複数の Web サイト上で約

8 カ月間配信されたニュース記事 2000 件を用い

た実験を行った．本実験は興味の変化への追随

性と情報フィルタリング精度を対象とした実験

のため，リモコン操作による興味の有無の類推

を行わず，全記事に対するユーザの興味の有無

をユーザから直接得て使用した． 
 全 2000 件の記事に対し従来法と提案法の両方

で情報フィルタリングを行い，その結果を以下

の二つの評価基準を用いて評価した[1]． 
① 情報 S/N 比：ユーザにとって興味があると

判別し表示した記事情報の中におけるユー

ザが実際に興味を持った記事情報の割合の

こと．計算式を(3)式に示す．ただし，ユー

ザにとって興味があると判別された記事情

報の件数を H とし，H の中でユーザが実際

に興味を持った記事情報の件数を U とする． 

情報 S/N 比(%) =
H
U

×100 (3)  

 
② 一致率：情報フィルタリングを行った全記

事情報の中で，記事情報に対する興味の判

別結果と実際のユーザの興味の有無が一致

した記事情報の割合のこと．計算式を(4)式
に示す．ただし，興味の判別結果と実際の

ユーザの興味が一致した件数を K とする． 
一致率(%) =

全情報件数

K ×100 (4)  

 

本実験では,実際に被験者の興味が変わるには

時間がかかることから，使用する被験者の興味

を別の被験者のものに変更することで興味が変

化したものと扱った．被験者は 3 人であるため，

全 6 通りの興味の変化を用意した．また，閾値

D と(2)式における α の値を 0.6 とし，寿命のカ

ウントの初期値として 100，200，300 を，θの

値として 0.5，0.6，0.7 を調査した． 

 実験結果を評価するために，記事を 1 件フィ

ルタリングするごとにその時点における情報 S/N
比と一致率を記録してグラフ化した．  

4.1. 実験結果 

 興味の各変化パターンにおいて，寿命のカウ

ントの初期値を 300，θを 0.5 にすることでより

高い効果が得られた．興味の変化のパターンの

うちの一つの実験結果を図 1 に示す．実験結果

より，情報 S/N 比，一致率共に大きな違いは確

認できなかった．より多くの記事情報を取得す

るべく複数の情報サイトから記事情報を取得し

たため，類似の記事情報の比率が高く，記事の

バリエーションが少なかった．このことが原因

で評価に用いる記事系列として適切と言えなか

ったことが考えられる． 
 
5. まとめ 

 本研究では，個人向け情報配信システム

PINOT において興味の変化への追随性を向上さ

せるための手法を提案した．提案法では，ユー

ザの興味を保存したユーザプロファイルにおけ

る各単語に対する興味の度合いに有効期限(寿命)
を設定した．本稿の実験結果からは，従来法と

比較して興味の変化への追随性が向上したとは

確認できなかった． 
 今後は，記事情報を一つの情報サイトから取

得するなどして，より現実的な条件下で再度実

験を行っていく予定である． 
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図 1 実験結果：情報 S/N 比(左)と一致率(右) 
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